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38. 井上恒平，井口茂，平瀬達哉，小川健治，中原和美，髻谷 満，松坂誠應：動的バランス制御におけるマウスピ

ースの効果．理学療法学 40（Suppl. オンライン版抄録集 2013），

（http://www.congre.co.jp/jpta48/jpta48_ver4/pdf/O-A_kiso-136.pdf），2013． 
39. 陶山和晃，朝井政治，田中貴子，田中健一朗，宮本直美，髻谷 満，町口 輝，千住秀明：高齢者における身体

活動量の測定期間の検討―単軸加速度計による 2 週間での差の比較から―．理学療法学 40（Suppl. オンライン版
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42. 千住秀明，神津 玲，北川知佳，田中貴子，髻谷 満：疾患と運動時低酸素血症 運動時低酸素血症の呼吸リハビ

リテーション. 日本呼吸器学会誌 2(Suppl): 29, 2013 
43. 神津 玲，松瀬厚人，河野 茂，北川知佳，力富直人，千住秀明：呼吸リハビリテーション専任理学療法士がい

る施設における実際. 日本呼吸器学会誌 2(Suppl): 53, 2013 
44. 千住秀明：呼吸リハビリテーションマニュアル－運動療法－第 2 版の SABA の位置づけ.日本呼吸器学会誌 
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45. 千住秀明：呼吸理学療法 コンディショニングの科学的根拠を求めて．日呼ケアリハ誌 23(Suppl): 83s, 2013 
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ぼす影響. 日呼ケアリハ誌 23(Suppl): 140s, 2013 
48. 北川知佳，宮本直美，角野 直，城石涼太，小柳春美，野崎博美，力富直人，神津 玲，千住秀明：入院呼吸リ

ハビリテーションが重症間質性肺炎患者の身体機能に及ぼす効果 COPD との比較. 日呼ケアリハ誌 23(Suppl): 
148s, 2013 

49. 阿南裕樹，俵 祐一，千住秀明：当院における高齢NHCAP患者の臨床的特徴. 日呼ケアリハ誌 23(Suppl): 153s, 2013 
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誌 23(Suppl): 173s, 2013 
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ハ誌 23(Suppl): 181s, 2013 
53. 岡本一紀，金田瑠美，津田 徹，千住秀明：NRADL と BODEindex の関係について. 日呼ケアリハ誌 23(Suppl): 213s, 

2013 
54. 町口 輝，髻谷 満，本田純久，千住秀明：COPD 質問票(IPAG)の男女別での検討. 日呼ケアリハ誌 23(Suppl): 214s, 

2013 
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1. 荒木由希子，澤 幸恵，折口智樹，中村英樹，川上 純：上肢のリウマチ体操が関節リウマチ患者に与える影響

について．第 45 回九州リウマチ学会プログラム・抄録集: 71, 2013 
2. 荒木由希子，澤 幸恵，折口智樹，川上 純：関節リウマチ患者に対する上肢のリウマチ体操の有効性について，

第 28 回日本 RA のリハビリ研究会学術集会プログラム・抄録集: 31, 2013 
3. 小川健治，佐竹 亮，林田真一郎，中島龍星，井口 茂，松坂誠應：回復期リハビリテーション病棟入院患者の

転倒ハイリスク因子の検討～入院後 30 日以内転倒者に着目して～．リハビリテーション・ケア合同研究大会千葉

2013 抄録集: 47, 2013 
4. 藤森美菜子，永瀬慎介，上原ひろの，夏迫歩美，鶴崎俊哉：ずり這い動作の変化について．第 60 回日本小児保健

協会学術集会講演集: 115, 2013 
5. 夏迫歩美，鶴崎俊哉，永瀬慎介，藤森美菜子，上原ひろの：運動発達における四つ這いの変化．第 60 回日本小児

保健協会学術集会講演集: 116, 2013 
6. 永瀬慎介，鶴崎俊哉，夏迫歩美，上原ひろの，藤森美菜子：一乳幼児の四つ這い動作における一ヶ月間での縦断

的変化について．第 60 回日本小児保健協会学術集会講演集: 159, 2013 
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瞳，鶴崎俊哉：四つ這い移動の適応～床の不安定性要素に対してどのように適応し四つ這い移動をしているのか

～．日本赤ちゃん学会第 13 回学術集会プログラム・抄録集: 56, 2013 
8. 近藤麻衣，藤澤衣理奈，永瀬慎介，富山愛弓，藤森美菜子，上野ひろの，夏迫歩美，近藤敬子，園田楽人，寺尾 

瞳，鶴崎俊哉：偶発的因子により短時間でずり這い動作が変化した一例に関する検討．日本赤ちゃん学会第 13 回

学術集会プログラム・抄録集: 88, 2013 
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論文数一覧 
             

  A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計 

2013 15 0 0 0 10 25 15 9 8 12 2 62 93 118 

               
学会発表数一覧 

            
  A-a A-b 合計   B-a B-b 合計 総計 

    
    

ｼﾝﾎﾟ

ｼﾞｳﾑ 
学会       

ｼﾝﾎﾟｼﾞ

ｳﾑ 
学会     

    
2013 0 1 11 12   1 5 91 97 109 

    
               
論文総数に係る教員生産係数一覧 

    
      

  

 欧文論文総

数  

論文総数 

教員生産係

数 

（欧文論文） 

   SCI掲載論文

数  

欧文論文総数 

教員生産係数 

（SCI掲載論

文） 

     
  

     
2013 0.212 2.273   0.6 1.364 

     

         
      

Impact factor 値一覧 

     
      

  
Impact 

factor 
教員当たり Impact factor 

論文当たり Impact 

factor      
2013 23.797 2.163 1.586 
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